
薬
代
金
の
負
担
額
を
軽
減
で

き
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
ご
存
じ
で
す
か
。
少
し
で
も

医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
で
国
保
財

政
の
悪
化
を
防
ぎ
、
そ
れ
に
伴
う

保
険
税
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
最
初
に
作
ら
れ
た
薬
（
先
発
医

薬
品
）
の
特
許
期
間
が
満
了
し
た

後
に
、
厚
生
労
働
省
の
認
可
の
も

と
で
製
造
・
発
売
さ
れ
て
い
る
薬

の
こ
と
で
す
。
ず
っ
と
使
わ
れ
て

き
た
新
薬
と
同
等
の
有
効
成
分
で

作
ら
れ
、
同
等
の
効
果
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
開
発
費

が
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
低
価
格
で

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
更
す
る
に
は

　
ま
ず
は
お
医
者
さ
ん
や
薬
剤
師

さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。「
私

も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
え

ま
す
か
？
」
と
相
談
し
て
み
る
こ

と
で
、
窓
口
で
支
払
う
薬
代
が
安

く
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
方
に
は
特
に
お
す

す
め　

　
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
と
い
っ
た

慢
性
的
な
病
気
で
長
期
に
わ
た
っ

て
薬
を
服
用
し
て
い
る
方
は
、
薬

代
を
減
ら
す
効
果
が
特
に
大
き
く

な
り
ま
す
。

※
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※
も
と
も
と
低
価
格
な
薬
な
ど
、

先
発
医
薬
品
と
の
価
格
差
が
そ
れ

ほ
ど
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
「
国

民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

認
定
証
（
又
は
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
）」
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
㈬
で
す
。

　
８
月
以
降
も
引
き
続
き
入
院
治

療
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る

場
合
は
、
更
新
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
更
新
期
間　
７
月
23
日
㈫
～
８

月
30
日
㈮

●
受
付
場
所　
保
険
課
（
市
役
所

１
階
）、支
所
市
民
福
祉
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）

●
用
意　
国
保
の
保
険
証
、
印
鑑

（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

※
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ

る
と
、
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

※
転
入
や
未
申
告
等
で
所
得
が
不

明
な
場
合
、
上
位
所
得
者
の
区
分

と
な
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
一

か
月
に
一
つ
の
医
療
機
関
で
高
額

な
治
療
を
受
け
る
場
合
に
提
示
す

る
と
、
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
な
る
も
の
で
す
。
た
だ

し
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
の
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
も
の
や
入
院
中

の
食
事
代
は
、
別
に
支
払
い
が
必

要
で
す
。

　
申
請
は
、
今
回
の
更
新
期
間
を

過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

認
定
証
は
、
申
請
し
た
月
の
初
日

か
ら
有
効
で
す
。
月
を
遡
っ
て
発

行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

次
の
①
②
の
ど
ち
ら
か
に
該
当

す
る
方
は
、
医
療
機
関
で
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
と
す
る
た
め
、
認
定

証
の
更
新
又
は
申
請
が
必
要
で
す
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

②
住
民
税
課
税
世
帯
で
課
税
所
得

　
が
１
４
５
万
円
以
上
６
９
０
万

円
未
満
の
方

※
①
②
の
ど
ち
ら
に
も
該
当
し
な

い
方
は
、
お
手
元
の
「
高
齢
受
給

者
証
」
が
認
定
証
の
代
わ
り
に
な

る
た
め
、
申
請
は
不
要
で
す
。

※
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し

な
い
場
合
、
自
己
負
担
額
を
超
え

た
支
払
い
分
は
、
後
か
ら
高
額
療

養
費
の
支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
に
、「
高
齢
受
給
者
証
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
受
給
者
証
に

は
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
記

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
際
に
は
保
険
証
と
併

せ
て
提
示
が
必
要
で
す
。

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
受
給
者

証
は
７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切

れ
る
た
め
、
対
象
者
に
は
７
月
下

旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
70
歳
に
な
る
方
は
、

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
方
は
そ
の
月
）
か
ら
受

給
者
証
を
使
用
で
き
る
た
め
、
誕

生
月
の
月
末
（
１
日
が
誕
生
日
の

人
は
前
月
末
）
に
発
送
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

市
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計

の
ほ
か
に
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
収
入
に

よ
り
特
定
の
支
出
に
充
て
る
た

め
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け
ら

れ
る
も
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の

事
業
は
、
特
別
会
計
に
よ
り
運
営

し
て
い
ま
す
。

用
語
解
説

歳
入　

①
県
支
出
金　
県
か
ら
支
出
さ
れ

る
交
付
金　

②
保
険
税　
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
税

③
市
繰
入
金
他　
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
な
ど

歳
出
　

④
保
険
給
付
費　
本
庄
市
国
保
が

医
療
機
関
等
に
支
払
う
医
療
費　

⑤
国
保
事
業
費
納
付
金　
国
保
の

安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め

に
県
に
納
付
す
る
も
の　

⑥
総
務
費　
国
保
事
務
に
従
事
す

る
職
員
の
給
与
、
事
務
費
な
ど　

⑦
保
健
事
業
他　
特
定
健
診
、
健

康
づ
く
り
事
業
に
関
す
る
費

用
な
ど

国保加入世帯数 11,618 世帯
　被保険者数 19,134 人
（令和元年６月１日現在）

★保険課☎25-１１１６

国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
の
更
新
を

お
忘
れ
な
く

高
齢
受
給
者
証
を
　
　

送
付
し
ま
す

わたしたちの			国保

①県支出金　70.7％
56 億 8,735 万 4千円

②保険税　22.1％
　17 億 8,115 万 2千円

③市繰入金他　7.2％
５億 8,184 万円

④保険給付費　70.3％
56 億 6,389 万 4千円

⑤国保事業費納付金　
　26.6％
　21 億 4,061 万 9千円

⑦保健事業他　1.4％
１億 996 万 9千円⑥総務費　1.7％

　１億 3,586 万 4千円

歳出 歳入

国民健康保険ガイド

国民健康保険は、市と埼玉県が共同で運営する医療保険制度で、
保険証の発行や保険税の徴収などの窓口事務は市が行っています。

令和元年度本庄市国民健康保険特別会計当初予算額

80億5,034万6千円

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

令
和
元
年
度
当
初
予
算

の
お
知
ら
せ
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